
申込み締切

10月20日｜月｜ 

中国・四国広域がんプロ養成
コンソーシアム市民公開講座

10.2520
25 土

14:00-16:30（13:30開場）

後援： 岡山県／岡山市／岡山県医師会／岡山県看護協会／岡山大学／山陽新聞社／ NHK岡山放送局／ RSK山陽
放送／ RNC西日本放送／ OHK岡山放送／ KSB瀬戸内海放送／ TSCテレビせとうち／レディオモモ

共催： 遺伝情報に基づく、ぬくもりのあるがん医療実践者を育成するコース（インテンシブコース）／厚生労働科学研究費補助金
がん対策推進総合研究事業「ゲノム情報に応じたがん予防にかかる指針の策定と遺伝性腫瘍に関する医療・社会体制の整備
および国民の理解と参画に関する研究」班／岡山大学病院　臨床遺伝子診療科／岡山大学病院　リプロダクションセンター

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科等学務課
中四がんプロ事務局　市民公開講座係

TEL 086-235-7812（平日 9:30〜17:00）
E-mail chushiganpro@gmail.com
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20代で
がん予防をした私

ミニ講座 1

メッセージ

#遺伝とがんに
ついて語ろう

相談カフェ

トークセッションミニ講座 2

会場のみ
オンラインは
関連動画を
配信します

みなさんからの
疑問・質問に
おこたえします

オンライン
で同時配信

（Zoom）

どなたで
も

お気軽に

ご参加く
ださい！

参加
無料

申込みはこちら

若いうちに知っておきたいがん予防

知っておいてほしい
「AYAがん*の人々が
子どもを持つこと」
*15～ 39歳までに発症するがん

遺伝とがんのこと 医療従事者による
意見交換などの
トークイベント

三木記念ホール
（岡山駅西口から徒歩 3 分）

　この講座は現地参加の場合のみ、博士課程授業科目
の「研究方法論(基礎・応用) の授業に出席したとみなす
講演会」としてカウントすることが可能です。当日の
講座終了後に、受付で出席記録簿（出席カード）を持参
して､開催担当教員の「押印」を受けてください。
　職員・大学院生・学生、興味のある方はどなたでも
ご参加ください。

問い合わせ先：
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床遺伝子医療学
rinshoiden-shi@okayama-u.ac.jp



プログラム

申し込み方法

14:00 ～ 14:05 ● オープニング  岡山大学病院　臨床遺伝専門医　平沢　 晃

14:05～14:25 ● 【ミニ講座1】　知っておいてほしい「AYAがんの人々が子どもを持つこと」
 岡山大学病院　リプロダクションセンター／岡山大学学術研究院保健学域　中塚 幹也

14:25 ～ 14:35 ● 【ミニ講座2】　遺伝とがんのこと 岡山大学病院　臨床遺伝専門医　岡崎 哲也

14:35 ～ 14:50 ● 【メッセージ】　会場：20代でがん予防をした私 経験者の方のお話
  オンライン：遺伝性腫瘍症候群と診断されたら ～当事者さんの経験を紡ぐ～
  　　　　　　　　語り：認定遺伝カウンセラー　藤田 裕子・荒木 もも子

14:50 ～ 15:05 ● 休憩

15:05 ～ 15:50 ● 【トークセッション】
  司会：島根大学医学部附属病院　臨床遺伝・ゲノム医療センター 看護師 ／ 認定遺伝カウンセラー　荒木 もも子

15:50 ● クロージング

16:00 ～ 16:30 ● 【相談カフェ】　#遺伝とがんについて語ろう 企画：厚労科研平沢班 「遺伝とがんについて知ろう
（https://www.iden-gan.jp）」メンバー

司会：岡山大学病院　臨床遺伝子診療科　がん看護専門看護師　竹内 抄與子

QRコードを読み取り、必要事項をご入力ください。
オンライン参加の方には開催前に視聴用URLをお送りします。

WEBフォーム

＊お申し込みいただいた情報は個人情報の保護に関
する法令に基づき適正に管理し、本市民公開講座
以外の目的には使用いたしません。
＊QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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※専用駐車場はありません。近隣のコインパーキングをご利用ください。

三木記念ホール（岡山県医師会館2,3階）
岡山市北区駅元町19番2号（岡山駅西口から徒歩3分）

この度、遺伝とがん予防に関する講座を企画いた
しました。本講座では、遺伝性腫瘍に関する最新
の知見、診断の臨床的意義、そして具体的な予防医
療の実践について、詳細な解説と議論を行います。

医療従事者の皆様へ：遺伝性腫瘍とその予防について
がんは、依然として国民病であり、その発症年齢は様々です。

がん患者さんの約1割は遺伝性腫瘍で、遺伝情報はがんの早期発見・
早期介入、さらには予防へと繋がる重要な要素です。遺伝性腫瘍の
診断によってがんのリスクを早期に把握し、個々に応じた適切な予
防戦略を講じることは、がん診療においてたいへん重要です。

「遺伝情報を知る」ことは、個々の患者さんの人生を守るだけでなく、
質の高いがん診療に不可欠のものです。医療従事者の皆様と共に、
遺伝情報に基づいたがん予防医療の未来を創造し、患者さんそして
そのご家族の健康と未来を守るための新たな医療モデルを構築して
いきたいと考えております。

本講座が、日常臨床における遺伝性腫瘍への理解を深め、よりパー
ソナライズされた医療を提供するための一助となれば幸いです。
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トーク
メンバー

●岡山大学病院　産科婦人科医 樫野 千明
●愛媛大学病院　薬物療法（抗がん薬治療）専門医 薬師神 芳洋
●高知県立大学　看護学部看護学科 青木 早苗
●姫路赤十字病院　遺伝子診療科　看護師/認定遺伝カウンセラー 藤田 裕子
●島根大学医学部附属病院　チャイルドライフスペシャリスト 黒﨑 あかね


